
「保護者等向け放課後等デイサービス評価表」及び「事業者向け放課後等デイサービス自己評価

表」結果の公表について  

  

 ２０１８年１０月に実施しましたアンケートの結果が以下のようになりましたので報告致します。 

 

アンケート結果から 

 

ご家族、スタッフ共に共通してできていないと考えているのは、  

①保護者会等の開催により、保護者同士の連携がある。  

②障がいのない子どもと活動する機会がある。  

 

ご家族から、 

③緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症マニュアルを策定し 保護者に説明がされている。  

 

スタッフの自己評価から、 

④自己評価の結果を事業者の会報やホームページで公開している。  

⑤第 3者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている。  

⑥子どもの適応行動の状況を図るために標準化されたアセスメントツールを使用している。  

⑦事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っている。  

⑧保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対してペアレント・ トレーニング等の支援を行っ

ている。 に弱さがあり、  

⑨各機関との連携が全般的に弱い。 

 

 

という課題が浮き彫りになりました。 

  

 

今後、この 9つの課題の克服を通して業務改善をすすめます。 

ご協力、 ありがとうございました。 
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